
キャッチフレーズ「学校大好き！ 輝くひとみいっぱい 栗原小学校」 

    栗原小学校のホームページで学校生活の様子がご覧いただけます。(スマホでも OK です。) 

【ともだち１００人できるかな】 

お子様のご入学・ご進級、心よりお祝
い申しあげます。校長の古澤 健史（ふ
るさわ たけし）です。栗原小３年目と
なりました。今年度もどうぞよろしくお
願いいたします。 
さて、今年も桜とともに始業式と入学

式がスタートしました。真新しいランド
セルの１年生と言えば、『１年生になっ
たら』の曲を思い出す方も多いと思いま
す。この曲は、１９６６（昭和４１）年
に発表されました。まど みちお さん
による作詞です。この曲の歌詞で「とも
だち １００人できるかな」というフレ
ーズが出てきます。この当時、どの学校
にも１年生が１００人以上入学してく
ることが当たり前だったことが想像で
きます。 
本校の歴史を紐解いてみると、開校時

は６学年中４学年が１００人以上の人
数でした。それが、１９８５（昭和６０）
年を最後に、１００人以上いる学年が姿
を消し、今に至ります。 
今でも歌い継がれるこの曲ですが、

「ともだち１００人」は学校の同じ学年
ではないのかもしれません。 
栗原小学校では、４月４日に全校より

一足早く新６年生が、入学式の準備のた
めに登校しました。昨年度は、在校生代
表として卒業式に参列し、６年生を立派
に送り出しました。新６年生が、いよい
よ栗っ子のリーダーとして本格始動し
ました。入学してくる１年生のために一
生懸命準備をしてくれました。事前準備
の日に来ていない２年生から５年生の
分も心を込めて教室の掃除や飾り付け、
会場設営をしてくれました。また、入学
式でも全力で『大きな栗の木の下で』を
歌って踊り、校歌を清々しく歌いました。 
ことあるごとにこの６年生が中心と

なり１年生の面倒を見てくれるでしょ
う。そしてその姿を見た２年生から５年
生も見習ってくれるでしょう。 
下級生が大事にされ、上級生が尊敬さ

れる栗原小では、「ともだち１００人」
は同じ学年だけではないのです。 
令和７年度は、新１年生６０名の入学

に加え、特別支援学級「マロン学級」を
含む全校児童数３６４名、１５学級での
スタートになりました。保護者、地域の
皆様に、本校の教育活動にご理解とご協
力をいただきながら、我々教職員は栗っ
子の健やかな成長のため、伴に走ってい
きたいと思います。 
 

【正しく疑う必要性】 
３月３１日の読売新聞に「賢く暴走 

人を欺く」と題して、人をだますＡＩに
ついての記事が載っていました。アメリ
カの研究機関の研究によると、様々なこ
とを学習するＡＩが、お互いにチェスの
ゲームで対戦する実験をした際に、ルー
ルに反して相手と自分の位置を勝手に
変えたり、試合結果のプログラムを書き
換えたり相手に勝つために不正行為を
したそうです。また、ＡＩに自らソフト
ウェアを開発させた際に、性能評価をご
まかすズルをしていたことがわかった
そうです。 
膨大な知識を蓄え、滑らかな言葉を操

るＡＩに対し、人間は「ＡＩは常に正し
い」と信じてしまうことが懸念されます。 
我々も知らないうちに騙されているの
かもしれません。疑うことが必要です。 
 さて、短く忙しいこの時期でしたが、
１冊本を読みました。池上彰さんの『正
しく疑う』という子ども向けの本です。
メディアリテラシーに関する１冊です。
大人が読んでも「なるほど！」となる本
です。親子で読んでみてはどうでしょう。 
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～学校教育目標～  
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心のゆたかな子  
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正しく疑うことの大切さ 
校長  古澤  健史   
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